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欧米のねじ工場を廻って

民族をこえたチームワークと活気にあふれた工場

役社長

侭は」くる9川けりか↓､’ 1力 1 1 ､ |':にオ）たi) 、 欧米の各l 'ilを廻

り行-｣山")ねじグ) ′k旅状況を祝察し, |%l係荷といろいろ懇!淡して

参l) *Lた。 j"IIIli'心は． まず欧｣)||､|で､はイキリスを姑め、 IﾉLI 卜≠イ

､/， スェー -7 . ン、 フィンラント ， イタ ’ 1ヤノ史びスイスの6力 ｜ }1，

|上米ではカナダとアメ l lカグ)2JJ l 'il 、 合わせて8力lj1にﾉ史んで

おります－． ／ず庇私か此1舷1'I(皿とい則1 1川にわたって欧米各l '1を皿一」

）

た’ ’ ''1<Jは、 もちろん崎l llもあi)ますか. fflflのｵ"』じⅨ場では;製

世や労祷なとゞでどのような杵理グ)しノjをしているか、 」2場にお

ける従堆liの{ | : 'I'f j: ')はどうかなと≦、 l聖）,lJI = }L聞きしておき

た力､ったということです-。 ただ、 イソ､か辿ったオニ'じ［場は， ノ走々

のMの代尖｢I(Jな人［塒め外に、比【湖(j1 | 1 '1,MJ椎の［場力:多力､っ

たため， つの工場を!i"ねるのに2 1 1かかI) という場合も＃》 り

ました。 そ-） した_［｣坊では， 典,渦か皿じない'叶から，町グ) ,1'/j+2

7) !i/f,､f:")jIC'|えを呼んて･もら‐うて，迪,沢を*Ⅱむとい‐ノニともｭもり，

誌名くシグマ＞の由来

<シグマ＞はギリシヤ誌〃）アルファーベ､ソ ｜､弟18番’ 1に

あたるZ(sigma)から収ったものですか､、 Zは微積

分では総体グ)fIIを呪わす!iu号ともなってお’）ます。

そこで、1) I ォ』じ」は物を締めつけて'ﾉ，亡成1i1'1にィt_Izけ

る!F要な祁11I11ですから、総体のfpを之えるものとい

えます。 そして2)私たf,は、総体（ トータル）でもの

をみ、 1云架では買えないものをサー ビスして、総体

のコス ｜､ （ ｜、 －－クルー】スト ）を~ |､.げる二とに|私力しま

す。 こめためには、 3） ねじ」 を供給する私たちと

それを仙川される粁ざんと〃) |川に、密按な卜1 1を』必･ ‘災

としま-す。 こ-） した私たちの3つの願いをこめて名

一プ､けられた”がくシグマ＞です。

じオ' つたい,Ifj､いをした二とも - I更なら－1≦て･した。

とにかく ， こ-） して1" l l ､ | ':にわた＝ﾉて各l '1t･ }Lて仙l) , そ

れなりに忠じたことも多々_もり, | ' I')､でもいろいろ懐蝿してみ

たいと ,ILI､-ノでおI) ますか、 そぴ) ' | '力､ ､>2/J3－ﾉ， ，し､に止っだ｣IDI､（

をここでのくさせて炊きたいと‘}と!いま-す．

それは， と くに欧ｲ‘|､|ゾ）［場”場合ですか､ 、 イ''1肌を訪オニ'でも

作にh雛(に:ｳ)ふれていることかきわめて'1｣象''1《Jでした‐これは，

|)Li ドイ 、ソを好iめ欧』)' |､| fflKIか, H本と逆って比按l'I(J蛾裁そ･ツ)もりr）

かhW況をIILしていたことも‐佇餓にあるのでし上うが， それにし

）
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ても工場全体か生々しているのには心をうたれました。 そして

それは, 1:場で例らく従業貝の仕事ぶl)から米ていることを感

じました。 日本/、と違って体Jもあるし、 また日u『iの訓練から

来ている点もあるでしょうが，動作も機敏で仕撫の打ちこみノブ

に無駄がないという感じです。 それには，仕』搭の手111貝なり作業

方法なりがきつちl)していて， きわめて合理的にできているこ

とも典づけになっているわけで，私たちが学ばなければならな

い,lbl､(だと思いました。

これに関連して，仕睾のチームワークの点です。御承知のよ

うに，欧ﾘ‘|､|は国境があって国境のないような人陸で､す。工場に

1動らく ノ、たちの国糯はまさにまちまちで， ドイ 、ソノ＼もおればイ

タリヤ人も，フランス人もいるというような状態が殆んどです。

ﾉごから， 中にはその国の言葉の読み詳きも分らない人もいるわ

けです。 それが，職場でのｲt半ぶりをみると，実にチームワー

クがとれて整然と .体になっているという感じです。元々欧州

は歴史的にいろんな経過をへて，民族の交流が行われており，お

爺さんがフランス人でお婆さんがイタリヤ人,その子供がドイ 、ソ

人と結婚して差々， といったことがI公らしくありません。 こう

いった交流がおのずから民族の土面根を解消させていって，他国

人を特別な眼でみることのない習'|賞をうえつけていつもので、

しようが， それにしても，職場でのチームワ クの良きにうた

れました。同じ雌族でありながら， ともすれば職場でもチーム

ワークを失いがちなわれわれにとって， これは正に他llIのイ,､と

いった感じでした。

この他， イタリヤの有名なねじ川機械メーカーのシマ礼にお

ける新しい機械の|荊発や， 卜ゞイ、ソの有名な締結工学のエキスバ

｜‐たるG.ユンカー氏との久々の,I II会いなと．あI)ますか､，何

れ改めて述べさせて戴きます。
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！ ■写真(上)は西独スツットガルト駅ホームにて(下)は某ねじ工場にて
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<特集＞西独ねじエ業界代表団を迎えて
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合わせて50名に及びました。当日招いた視察団

一行は次の通りで､す。

〈団長＞エルハルド ・ペーター（丙独ねじ工業

協会専務理事）

〈団員〉 カール・オ､ソ ト ・バゥアー（カール．

バウアー螺子社長）

クルト ・バイセナー（ウイルヘルム．

バイセナー螺子社長）

C･F･ベルク．ナー（リハード ．ベルク、

ナー社技師）

ハンス・ユルケン・フレーマ（ルドル

フ・ケレルマン社専務）

エベルノ、ルト ・ブ')ユーリングノ、ウス

（エベルハルト･う．リューニングハウス社長）

ウオルフ・デイ I、 リ 、ソヒ ・カルトオイ

ナー（アドルフ・ ピュール社長｝

10月12R,西ドイ 、ソのねじ工業協会日卒視察

団の一行21名が来日し， 2週間にわた')ねじ工

場を始め， 日産H動車座間工場、大同製鋼知多

工場等を視察した外業界関係者と懇談してH独

ねじ業界交流の実を深めました｡今度の来日は、

〈シグマ>No.3｣<aNo.7でもお知らせしたように，

当社岩田勇吉社長の4年越しの斡旋が実を結ん

だものですが， 当社では18日（日）一行を招き，

4時から本社講堂で懇談会を開きました。当日

はとくに，東京工業大学教授山本晃氏，横浜

国立大学工学部教授工藤英明氏，扣棋工業大学

教授益田亮氏，千藤工業大学教授松家勝男氏

及び束京大'羊工学部教授_北郷薫氏なと．日本に

おける締結工学の椎威たる詣氏， 日本ねじ’三業

協会専務理jlf榎本篝四郎氏なと、の御,11I席を戴き，

典礼1Ml1から岩{H祉廷を始め技術や管理職が川i ,'i!f

ウオルフラム・グラセガーレレドルフ・

ケレルマン社専務）

ブリ 、ソツ・ヘニンク． ・カルヒァー（カ

ルヒァ螺子社長）

エリ 、ソヒ ・ ノイマイヤー（エリ 、ソヒ ・

ノイマイヤー社長）

ペーター・パウルセン （ルドノレフ・ケ

ラーマン社技師）

アウク、スト ・ポットホ､ソフ （アウグス

ト ・ポットホフ・ジュニア螺子社長）

ペーター・ラェーマー（グレープ． ・カ

イザー螺丁→社専務）

ベルンド ・シュリーベア（ハンス・シ

フ リーペア螺子社長）

パウル． 、ﾉ、ンダーク （アドルフ・ピュ

ール社支配人）

）
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アダ≠ノレベルト ･C･一くルナー（フアス

テンラス・ラム､ノン・セッション社支配ﾉ、：

ケルハノレト ・ボオエグリン （プレス・

シュワン､ソへこルク社専務）

シルペール・ ドリュー（ピイスリ ・エ

・フーロンヌリ ・フールミ社取締役）

フッァレウ (B､T.B協会）

アント･レ ・ シェラー（アンジェニース

・テ．ザーノレ ・マニュフアクチュル社技

術顯門）

プァーナ・バエー､ソ （オイロ ・ ロイド

旅行社）

メンノく－か．， 日本のねじ工業界の視察のために

米日されたことに対し、 日本ねじ工業協会の会

員の -/Lとして， またねじ類の製造及び供給業

荷として,し､から観迎の意を表します。私たち日

本ﾉ＼は，科学・技術・工業の先進国であるドイ

､ソ国から，実に多くのことを学びました。貴国

は15世紀のグーテンベルクの印刷術から始まっ

て， 19世紀にはオ､ソ トーの内燃機関， ダイムラ

ーの妓初の向動卓， デー七・ルのデーゼルェンジ

ン竿の技術を開発して，全世界の工業界をリー

ドされましたし， 20世紀には枚挙にいとまのな

い程のすぐれた技術を開発されています。又2

つの大戦の後には， 2度とも「枇界経済の奇跡」

といわれる復興をなしとげました。 こうし

たことは本当にすばらしいことであ') ，私たち

日本人の手本で､ありました。

私たち日本人は 1945年に姑めて敗戦を経験

しましたが， 貴国を手本として技術のI6l上と日

本経済の復興に励みました。 そして漸く貴阿と

共に繁栄の道を歩むことができるようになった

のです。

今後は， 円独l'ij国か・屑親密な理解と友'|青と

に結ばれて， お互いの繁栄と幸幅のために努力

しあうことを心から希盟致します。」

以Lの挨拶の後，懇談会を今後の親善と相7[

理解の目的で「西独来日チームと日本の大学数

授との懇談会」 として開きたいとして、前記出

席の大学教授5氏を紹介。 これに対して視察団

を代表してエルハルド ・ペーター団長から，招

待に対する心から感謝する旨の挨拶がｲ丁われ，

懇談会に入りました。

まず，敢初に当社側からイワタボルトエ業の

1

（

｜淵会にあたって， 岩田社長より次のような歓

皿の挨拶をしました。

「今回， ドイ、ソj盟邦共和国ねじ工業協会の有力

5
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内容について1塊明が行われ、 とくに当社のコン

ピュターを利用した販売促進システムたるスビ

ックスについて， 詳細な説明がなされ ‐行の関

,L､を呼びました。 ついで双方からの活溌な質疑

応答が2H､f間余にわたって交わされました。

とくに視察｢jl-イ｣薑か関心をもった問題は， ね

じ製造技術”|刑発l ''il |Zをめぐるﾉ雄学協l,ilの.!‘卜､(で、

H本のﾉく'7Eの数から、技術荷として人稚雌する荷

の', ifl}介， 公私の人'､；:の格蹉， ねじL紫協会とね

じ技術ｲi〃'先協会とい-)ねじ工堆界における2人

紺！職と人‘､r:との|仏I係，技ｲ'liiのI)W発と成果に|兇Iす

る企堆と人'､；:との関係， 史に企推における技術

の地位と役'1ifll,企推|ﾉ1における特理の'災状へ咋々，

火に多ﾉﾉ liliにわたるものか'）り， ねじI:雄や企

堆における技i'|iのあり-ﾉﾉという根本にかかわる

ものか､火iifl")､でした．

さらに， このI階上で､は， ねじの'tﾉ紫や流迪の

あ'） ノJについて， ‐ｲ丁が関心を示しました。 こ

の,I.}､(について，予めI妃ｲh-した当社作成の‘詳細な

統!汁茂料に雄いて, ffIH礼腫から概略の挽明か

行われました。 ifな内容はねじの生藤の累年の

推移から始まって，使用材質の1噸If'l,需要別生

ﾉ鞭の', ifll合とその傾向、輸川の推移とねじ産業で

lliめる比重と役割，更に国内におけるねじの流

迪の形態と実状， それの生産地域との関係なとﾞ

に及ぶものでしたが， ‐ｲ『に人きな興味と関心

をﾉj･えました。 とくに流迪問題では， ノt産から

蚊終需婆までの経路として，①メーカー→エン

|､｡ユーザー，②メー カー→簡祉→エンドユーザ

，③メー‐ｶｰ→問屋→I荊祉→エンドユーーザー

と， 大きく分けて3つのルーl、があり， それら

がまた夫々入り くんでいる場合があるか､， 人体

このルー|､に堆って流れて流れていること,①は航

空機,向動卓を飴め建!没や産堆機械，造船、 イi油

化学工堆守，主として重化学」三紫や輸送機器部

門に多いが， これらは夫々の社内規桔や仕様に

応じた品質楕腱の高い製品が要求され， ユーザ

ーとメーカーとの間の密接な協力関係を必要と

されていることから牛れていること，②は家電

や迪偏機その他広い産紫にわたってとられてい

る流迪形態であること， これは， これら産堆で

広く使用されているねじは, JISによって標準

化された製品か主力を,liめておl) ,更にねじ商

社の持つ多品柿にわたる調達磯能か評価されて

いることなどか理Ihになっていること，③はそ

の他産業や小売lfりけに広く行われているﾉﾌｰ法で

とくに生産地から遠隔にある商社なと．に利用さ

れていること，鼓近この形態では生産地におけ

）
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る問屋が，需要地のIﾕ場と提携して，現地調達

の方法をとったり，集配センターを設けた') 、

更には需要地に直接乗'）こんで需要の開拓に当

る{砿向があることなと÷－－以上を詳しく説明

致しました‘〕

この懇談会では，一行が始めて接する日本の

ねじ業界について，少しでも多く知識を攝取し

たいということから，先方の質問に対してこち

ら11111が説明するという形で､大部分の時間が過さ

ｵLましたが， こちら側もできるだけ日本の実情

を知って貰いたいという気持がありましたので，

この点で､は人きな成果があった様です。一行も

短時間でいろいろの事'|肯を知'）えたことに感謝

の意を表しておりました。

こうして2時間余りにわたって，有意義に懇

談会を過しましたが,終って，別に設けられた会

場で､,懇談のパーティが賑やかに開かれました。

まず， とくに招いた東求消防1j二青楽隊が岡英

男隊長の指揮で， ドイ 、ソ， フランス及び日本の

国歌を吹奏， つずいて当社の祉歌と行進曲を演

奏して，パーティの雰囲気を華やかに盛'） 、1'二て，

ついで日本ねじ工業協会専務理半榎本善四郎氏

の吾頭で-l'il乾盃してパーティに入りました。

そして岩H1社長から， ねじが機械を組み､fノミて

るのになくてはならない重要な蛙礎部品であ') ，

この大事なねじをおないに研究し、生産し，供

給しているのがここに出席のﾉ々である。 「1本

では「ねじがゆるんだ」とか「ねじをしめろ」とか、

ねじという言葉を心と同じように使われている。

これからの+廿界経済の発展のl壬で，私たちねじ

工柴に携わる人々は －層大損な役制を扣うこと

になるでしょう， と挨拶しました。

パーティで､は，視察l寸l貝上々かI I本側出Wjlf

と入りまじって，或いは通‘沢をjmじ，或いはハ

言まじりの災語， ドイ 、ソI;rI", l lf,渚で､/Lいに獄

談，消防庁I|nf楽隊のかなでる1峰いメロテ－が会

場の空気を段と盛りLげました。 こうして1

時間余にわたる歓談の後,堵ll{祉隆からの挨拶、

これに対するエルハルド ・ペーター団辰の謝I咋

があって， パーティは幕を閉ぢました。

この半日にわたる円独ねじ間係桝-の視交は，

今後, II111 1EIねじ堆界の交流をいろんなlAiで深め

ていく ‐つのきっかけになるものと思われ， そ

の意味できわめてイi意表なものがありました。

（

房
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締結シリーズ

用する外力と内力との関係を示し

たもので，横軸に伸び(ねじ結合）

または縮み(被締付物）を，縦軸に

軸力をとった締付け三角形です。

引張り方向の"へたり”をSt ,圧縮

方向の“へたり”をScとすれば，

"へたり”によるボルト頭およびナ

ット座面間の接近量Sは，図に示

されているようにSt とS との和 図
になります。

A

’
臂

ねじのゆるみとその防止〔2〕
y日当V

C

含
Ｉ

刀βc8！

O 〃

3締付け線図を用いる初期ゆるみの解析

〈編集註＞ここに紹介するのは， 当社技術顧門で締結工学に関する第一

人者たる東京工業大学山本晃教授の指導の下に当社で開かれた技術研

修会でとりあげられた問題の概要で，前号第7号に引きつずく第2回目

に当ります。

1 ．ねじのゆるみ

1－2座面の陥没によって生ずるゆるみ（以上前回）

1－3初期ゆるみ

前回では， ねじのゆるみとは何かについてのべ， その一つとしてボル

ト頭またはナ､ソト座面の面圧によるゆるみにふれましたが，今回はねじ

を締めつけた当初に起るゆるみについて述べましょう。

ねじ締結体の接触部分， つまりねじ面・座面・被締付け物同士力篭接す

る面におけるあらさ， うねり，形状誤差に基づく局部的な塑性変形， い

わゆる‘‘へたり”は，締付けすると大体なくなります力ざ，使用中に外力力審

働らき， それが蓄積されると幾分か進行します。 これが“初期ゆるみ”

といわれるものですが， ある程度に達すると進行が停止しますので， ね

じを締結している機械を一定期間運転してから， “増締め”を行って初期

ゆるみ分を補ってやると， それ以後はゆるみません。が鼓近は，初期ゆ

るみを見こんだ結合の設計を行い，増締をしない傾向があります。

ここで少し厄介な数式になりますが、図3を御覧下さい。 これは， ね

じ締結体（おねじとめねじとによって被締付物を締め付けた全体）に作

とすると,Fstq"@t=St,Fs初期ゆるみによる締付け力の低下をFs

tα"Oc=Scですから

Fs Fs

S=St+Sc= 十
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Kt ・Kc
･S =Z･S Z=

Fs=Kt+Kc ･S =z.S z-Kt+Kc
となります。

Zはへたり係数といわれます。そこで代表的なねじ締結体についてZ/d

を求める式を導きますと

(1)普通ボルトと細円筒(D｡=B) との組合せ

16－5

Z/d=
1.96(J!/d)+1.12

(II)伸びボルトと細円筒(D｡=B) との組合せ

16．5

Z/d=
2.63(J //d)-0.08

(III)普通ボルトと板の組合わせ

16.3(1.5+0.1(¥)L1.21 }
Z/d=.

0.01(号)3+0.311(号)2+2.38(号)+1.16
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となります。 この式を用 4．0

いて作成したZ/dの速算 3．5

図表力:図4です。 3．0
E

ねじ締結体に振動前重 昼2.5
へ

が作用したとき各部に生蓋20
三

じる“"～たり，，の量につい 1．5
‐ざ
～

ては， ドイツの締結工学 tRQ 1.0

者G・ユンカーが表2の 0．5
0

値を与えています。接合1厘乞当チえにいま－9 ． 寸安台隻

jf=15×2=30mm,

d=10mmであるから

j//d=3

図4を用いてj//d=3

に対するZ/d(普一板）を

速算すれば

Z/d=2.95(kg/")/mm

...Z=2.95×10

＝29．5kg/"

となります。 Sの値は

表2および前述の式により

S=5×1+4×3

＝17浬

となります。

表2 “へたり”の量(JUNKER)

く

'J､ゴ麦同､ ，f-lF

▽▽▽）

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

///d
ねじ面の数をNs ,接合平

面の数をNpとすれば，ボ 図 4代表的なねじ締結体に対するZ/dの速算図表
(E6=Ec=kg/mm2)

ルト頭およびナ､ソ ト座面

間の接近量sは， これらへたり量の合計として次の式で計算され

ます。

14

j安冒~里f-I且

▽▽）

▽▽は切削仕上げ

そこで先の式から初期ゆるみFsは

Fs=29．5×17

=500kg

ということになります。 （続く ）

S=(接合ねじ面におけるへたり量） ×Ns

＋（接合平面におけるへたり量） ×Np

例えば，表面の粗い板2枚をボルト ・ナ､ソ トで締め付け，軸方向の振

動荷重量だけが作用する場合は，接合ねじ面(へたり5〃）は1筒所，接

合平面(へたり4“）の数は，板とボノレト頭座面・板と板・板とナット座

面の3箇所でありますから, Sは

- S=5"×1+4"×3

＝17浬

となります。

そこでこれらの方式で具体例をあげてみましょう。

今鋼製M10普通ボルト ・ナ､ソ トで，仕上げ程度▽▽なる厚さ15mmの

鋼板2枚を締め付けた場合，初期ゆるみFsはどうなるか。
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<シグマ＞内外スポットニュース

だねじ部の片側に小さなミゾのついているのが

特微です。 このミゾに軽いハンマーでステーキ

ピンを打ちこむと， ピンが固定するようになっ

ています。そこで図を御覧下さい。 まずナ､ソ ト

をスタ､ソ トの頭部にあて， つぎにピンをナ､ソ ト

のミ ､ﾉ．にあてて頭を打ち， ナ､ソト面が完全に平

らになるようにしてから， スタ、ソトを必要な長

さで切断すると， どんな寸法のボルトも仕上が

るというわけです。 このナ､ソ トはステーキナ､ソ

ト(Stakenut)なる商品名ですが，スタ､ソトの両

端にこの方式ではめこむと，振動の防止や盗難

防止にも効果があるというの力罫同社の言分です6

材料はスチールで，サイズは％”から1”まで。

これもアイデア製品の一つでしょうか｡（英ア､ソ

センブリファスナー・エンジニヤリング誌70年

6月号よ') ）

１
１

どんなサイズのボルトも即座に完減

所要の寸法のボノレトを「簡単かつ効果的に仕上

げる｣方法が，イギリスのテルコ社(TelcoLtd.）

なる会社から発表されました。要は全ねじのス

タ､ソ トにナ､ソ トをはめこみ、所要の長さに切断

する， というだけの話ですが，問題はナ､ソ トに

あるようです。

このナ､ソ トは標準タイプ。のナ､ソ トですが， た

有名なスタンダード・う。レスド・スチール社の

工業ファスナー事業部です。図のように四角ナ

､ソトで，座面が弩曲しているので，金属面がカ

ーブしている所に溶接するには正に恰好です。

取りつけると， 四隅の突出部だけが加工物の弩

曲面に接するので，加工物面とファスナーの

座面の間にスキマが残ることになります。 こう

してから，溶接棒をあて電流を流すわけです。

このう。ロセスで突起部力ざ溶解してナ､ソトが加工

物の方へ移動してナ､ソト座面が弩曲面にブイ 、ソ

卜して、接合が完了することになります。

ナ､ソト座面の弩曲率は必ずしも加工物の面と

正確にはまりあう必要はありませんが， ただし

後者より大きいと困ります。 もし座面のカーブ

が加工物面のカーブにきっちりマ､ソチすれば，
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カーブ面に接合する

刀

曹
新型溶接ナット出現

溶接する側の面がゆるく湾曲した溶接ナ､ソト

が米国で開発されております。開発したのは，
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<シグマ〉内外スポットニュース

ナ､ソ トのすえつけは申し分なしということにな

ります。 もし座面のカーブの方力：小さいと，溶

接すると若干スキマが生ずることにな'）ますが、

強度や保持力の点では普通のナ､ソ トを充分にす

えつけた場合と全く変らないとされています。

更に加工物の面が平らでも，従来の溶接ナ､ソ

トより保持力力:すぐれているといわれます。 そ

の理由は，平らなシートメタルにパンチ穴をあ

けると，バリができるからです。つま’)普通の

座面の平らなナ､ソ トだと，バリに底力ざあたって

スキマカざできるわけです。

このようにすえつけが不充分だと，突起部か

らシートメタルヘの電気の流れが悪くなり， そ

の結果ナ､ソ トと金属血との接合力§弱くなること

になります。

なおこの新型ナ､ソ トは＃10から鬼''まであ')ま

すが， とくに自動車，農耕機械，娯楽機械の外

建設現場など，接合面が円形の筒所に好適とさ

れています。（米う°ロタ．クト ・エンジニアリンクﾞ

誌70年8月31日号よ｝) ）

所がこれらのチタンは合令兀素を添加しない

工業用の純チタンで，主としてI耐食性，耐熱性

を,必要とする箇所に使用されますが，比強度の

高い筒所になると合金うじ素を添加したチタニウ

ム合命でないと具合力ざ悪いのです。所がチタニ

ウム合金になると米国では軍事用を中心として

色々開発され， 中でも前述の6－4チタニウム合

金は敢もポピュラーなものとされていますが,特

許の関係で日本では製造できなかったわけです。

その意味で，今度の技術提携によって， いよ

いよ日本でもチタニウム合金時代が来るわけで，

その利用も急､途に広まると思いますし， 6－4合

金で作ったねじが，航空機を始め， とくに軽く

て強くて， しかもI耐食‘|生やI耐熱|生を必要とする

箇所に広く使われるようになるでしょう。 こと

に東洋う．ラススクリュー(株）では数年前から，

神戸製鋼所と提携して，純チタンのねじの圧造

職造について独自の方法を研究し， －－部製品も

出ておI)ますが，これからは6－4合企によるねじ

が姿を現わすことになるわけで,注目されます。

軽くて強い6-4チタニウム合金のねじ

いよいよ出現も真近か

く 去る11月中旬、㈱神戸製鋼所が米国でも有名

なハーベイ ・アルミニウム社(HarveyAluminum,

Inc.)との間で6AI-4Vという，チタニウム合

金の国産化について技術提携をしました。 この

6Al-4V,つまり6アルミ ･4バナジウムという

のは,普通6-4チタニウム合金ともいわれ,米国で

はチタニウム合金でも鮫も広く使用されて,航空

機用のねじにも盛んに利用されているものです。

戦後チタンが新しい金属として非常な注目を

あびたのは御承知の通りです。何しろ密度が鋼

の60％で，比重の割には強度があり， しかも'耐

熱'|生や耐食性が強いということで， 日本でも合

成化学工業，合成繊維工業,石油化学工業，ソー

ダエ業その他の反応塔，蒸溜塔，熱交換器，バ

ノレブ，配管， その他機器類に広く使用されてお

ります。妓近ではこうした装置や機器を締結す

るために， チタン製のボルト， ナ､ソ ト，小ねじ

などの要求も蛸えております。
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